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能成寺跡の五輪塔と宝篋印塔（八代町北）

福光園寺毘沙門堂と灯篭（御坂町大野寺）

成就院にあるかわいらしい
馬頭観世音像（石和町小石和）

長野県小布施町・鳥取県智頭町・北海道ニセコ町で行われている地域づくりの先進事例を、江戸川大
学教授の鈴木輝隆先生に紹介していただきました。 
鈴木先生は、小布施町の取り組みでは、全員が当事者意識をもち、「町の意志」が感じられる町を目指

していること、鳥取県智頭町では、住民一人ひとりが自分には何
ができるかを考え、無（ゼロ）から有（イチ）への一歩を踏み出すと
いう「日本1/0の村おこし運動」、ニセコ町では、まちづくり基本条
例に基づいた特色あるまちづくりが行われていることを説明され
ました。 
「とにかく市民が行動すること。立派な理念を学ぶことも説くこ
とも共に大事ですが、まずは、現状打破のために地域の特性を生
かした試みをしてみることです。成果は60パーセントでいいんです。
0よりも60パーセントの価値を考えましょう。全国にはこんなにさま
ざまなことを行政と協働でやっていますよ」という鈴木先生の力強
い言葉が印象的でした。 

山梨労働局雇用均等室長の井上礼子さんに、「子育て支援」の
大切さと実際の法制度について説明していただきました。 
現在、我が国は急速に少子化が進行しています。平成17年1．26と

最低を記録した合計特殊出生率（1人の女性が一生の間に産む子
どもの数）は、平成18年から20年はわずかに前年を上回ってはいま
すが、依然として厳しい状況です。新人口推計では、平成67年に
生まれる子どもの数は、現在の約4割で、高齢化率は現在の約2倍
（40.5%）、15歳から64歳までの生産人口も現在の約2分の１に減少
する見込みだそうです。 
国では、少子化対応の観点からワークライフバランス（仕事と生

活の調和）の必要性に着目し、取り組んでいるとのことです。具体的には、次のことが挙げられます。 
①「父母の休業可能期間が、子どもが1歳2カ月になるまでに延長」など、父親の育児休業の取得促進が
図られた育児・介護休業法の改正 
②企業が子育て中の従業員を支援するための行動計画の公表と周知の義務化がされた次世代育成
支援対策推進法の改正 
③パートタイム労働法の整備 
④男女雇用機会均等法の改正 
これらについて、井上さんに丁寧に解説していただきました。会場からは質問も積極的に出され、充実し
た講座でした。 

吹ちゃん笛ちゃん

いい法律ができているのね。 
私自身ももっと勉強しなくっちゃ～。 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

勉強したことが活動に 
生かせるといいね。 

きらりINTERVIEW

私
た
ち
は
、
普
段
道
端
の
石
造
物
に
ゆ
っ
く
り

目
を
と
め
る
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
は
市
内
の
石
造
物
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
散

歩
の
際
な
ど
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

石
造
物
と
は
、
人
々
が
岩
石
を
加
工
し
て
、
何

か
の
記
念
や
祈
願
の
た
め
、
ま
た
目
印
と
し
て
、

道
端
や
土
地
の
一
画
、
塚
上
な
ど
に
置
い
た
も
の

で
す
。
石
造
物
に
は
、
定
型
に
彫
っ
た
も
の
や
自

然
の
ま
ま
の
も
の
、
一
部
を
加
工
し
た
も
の
が
あ
り
、

像
に
し
た
り
文
字
や
画
が
描
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

長
さ
は
数
十
セ
ン
チ
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
や

石
の
種
類
も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
 

石
造
物
と
い
う
と
、
墓
標（
ぼ
ひ
ょ
う
）、
供
養

塔（
く
よ
う
と
う
）、
道
標（
ど
う
ひ
ょ
う
）、
道
祖

神（
ど
う
そ
じ
ん
）、
庚
申
塔（
こ
う
し
ん
と
う
）、石

幢（
せ
き
ど
う
）、
地

蔵
、
馬
頭
観
音
（
ば

と
う
か
ん
の
ん
）
、

灯
篭（
と
う
ろ
う
）な

ど
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
順
に
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

墓
標
は
、
遺
体
・

遺
骨
を
埋
め
た
墓
の

目
印
の
こ
と
で
す
が
、

供
養
塔
は
、
亡
く
な

っ
た
者
に
供

え
て
冥
福
を

祈
る
た
め
の

石
塔
の
こ
と

で
す
。
そ
の

一
種
と
し
て
、

平
安
時
代
末

頃
に
立
て
ら
れ
た
五
輪
塔（
ご
り
ん
と
う
）や
鎌
倉

時
代
中
頃
に
立
て
ら
れ
た
宝
篋
印
塔（
ほ
う
き
ょ
う

い
ん
と
う
）が
あ
り
ま
す
。
 

道
祖
神
は
、
仕
切
り
と
し
て
集
落
の
境
や
道
の

分
岐
点
な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
災
難
よ
け
、

縁
結
び
や
夫
婦
和
合
の
神
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

庚
申
塔
は
、
街
道
筋
に
道
標
を
兼
ね
て
よ
く
置

か
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
干
支
の
庚
申（
か
の
え

さ
る
）の
申
か
ら
猿
田
彦
神
が
彫
ら
れ
、
そ
の
猿
田

彦
神
が
道
祖
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
た
た
め

で
す
。
 

石
幢
は
、
六
角
や
八
角
の
石
柱
の
各
面
に
梵
字（
ぼ

ん
じ
）や
地
蔵
を
彫
っ
た
も
の
で
、
供
養
塔
の
一
種

で
す
。
 

地
蔵
は
、
子
ど
も
の
守
り
神
で
あ
る
「
お
地
蔵
様
」

の
石
像
で
す
。
「
地
」
は
大
地
、
「
蔵
」
は
胎
内
の

意
味
で
、
母
な
る
大
地
の
ご
と
く
命
を
育
み
、
大

き
な
慈
悲
で
人
々
を
苦
悩
か
ら
救
う
仏
様
で
す
。

六
地
蔵
は
、
仏
教
の
世
界
が
六
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
い
る
地
蔵
が
迷
っ
た
者
を
救

う
と
い
う
11
世
紀
頃
に
生
ま
れ
た
信
仰
に
基
づ
い

て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

馬
頭
観
音
は
、
観
音
菩
薩
の
化
身
の
一
つ
で
す
。

観
音
様
は
普
通
優
し
い
顔
を
し
て
い
ま
す
が
、
馬

頭
観
音
は
怒
っ
た
表
情
を
し
て
い
ま
す
。
元
々
は

無
知
や
煩
悩
な
ど
諸
悪
を
蹴
散
ら
す
菩
薩
で
し
た
が
、

馬
の
守
り
神
で
も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は

物
資
や
人
を
運
ぶ
馬
が
路
上
で
急
死
す
る
こ
と
が

増
え
た
た
め
、
そ
の
供
養
の
た
め
に
馬
頭
観
音
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
 

石
灯
篭
は
、
元
は
仏
教
寺
院
の
建
物
に
付
属
す

る
も
の
で
し
た
が
、
神
仏
へ
の
献
灯
と
し
て
神
社

や
寺
に
も
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
桃
山
時
代

に
は
茶
室
の
庭
に
、
江
戸
時
代
に
は
個
人
の
屋
敷

庭
に
も
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
内
に
は
、ほ
か
に

も
北
斗
七
星
や
彗
星

を
彫
っ
た
星
石（
ほ
し

い
し
）、仏
足
石（
ぶ
っ

そ
く
せ
き
）
、
絵
馬
、

庚
申
神
殿
な
ど
珍
し

い
石
造
物
が
あ
り
ま

す
。
　
 

春
の
の
ど
か
な
一

日
、
石
造
物
を
尋
ね

て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

男女共同参画推進委員会では、県や市、市民団体などの主催による各種研修会に参加しています。また、
推進委員会独自の研修会も開催し、推進活動につなげています。 
今回は、推進委員が参加した中から二つの研修会について報告します。 




